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口く
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信し
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夫ぶ

（
一
八
八
七
～
一
九
五
三
）

号
は
釈
し
ゃ
く

迢ち
ょ
う

空く
う
（
歌
人
と
し
て
の
筆
名
）。
大
阪
市
浪

速
区
生
ま
れ
。

生
家
は
医
者
で
、
生き

薬ぐ
す
り
・
雑
貨
を
売
る
商
家
で
も

あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年
、
天
王
寺
中
学
卒
業
後
、
家
族

は
医
学
の
道
を
勧
め
る
が
、
そ
の
意
向
に
反
し
て
新
設

の
國
學
院
大
學
予
科
に
入
学
す
る
。
中
学
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の
頃
か

ら
古
典
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読
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短
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創
作
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励
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。
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頃
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約
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の
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詠
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国
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層
短
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興
味
を
も
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、
国
学
者

三
矢
重
松
の
教
え
に
強
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影
響
を
受
け
る
。
そ
し
て
三

矢
重
松
の
源
氏
物
語
全
講
会

4

4

4

4

4

4

4

を
没
年
ま
で
継
承
し
た
。

一
九
二
一
年
、
國
學
院
大
學
教
授
と
な
る
。『
万
葉
集
』

全
二
十
巻
の
口
語
訳
、「
万
葉
辞
典
」
な
ど
の
刊
行
物

の
ほ
か
、
著
書
・
歌
集
も
多
数
。

一
九
二
四
年
、
反
ア
ラ
ラ
ギ
派
を
結
成
。
北
原
白

秋
、
古こ

泉い
ず
み

千ち

樫か
し
ら
と
歌
誌
『
日
光
』
に
参
加
す
る
一
方
、

日
本
民
俗
協
会
を
設
立
。
一
九
四
八
年
、
日
本
芸
術
院

賞
受
賞
、
第
一
回
日
本
学
術
会
議
会
員
に
選
出
さ
れ
る
。

翌
年
、
宮
中
御
歌
会
始
選
者
と
な
る
。

文
学
博
士
で
あ
る
折
口
信
夫
は
、
独
創
的
な
研
究
で

古
代
学
に
貢
献
し
た
日
本
の
民
俗
学
者
、
国
文
学
者
、

国
語
学
者
で
も
あ
る
。
そ
の
研
究
は
『
折
口
学
』
と
総

称
さ
れ
る
。
そ
し
て
詩
人
・
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
日
本

民
俗
学
の
創
始
者
、
柳
田
國
男
の
高
弟
と
し
て
民
俗
学

の
基
礎
を
築
い
た
。

掲
載
の
作
品
は
、
自
由
闊
達
な
筆
運
び
、
文
字
の
大

小
、
散
ら
し
書
き
の
妙
な
ど
、
気
の
赴
く
ま
ま
に
書
き

流
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。�

（
平
井
侗
子
）

か
に
か
く
に　

戦
ひ
過
ぎ
ぬ
。　

國
々
の　

祝ホ

言カ

人ヒ

よ
上ノ

ボ
れ
。
年ト

シ
祝ホ

ぎ
の
た
め
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画
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井　

侗　

子
… 

表
４

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
二
〇
二
一
年
七
月
末
か
ら
東
京
を
中
心
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
身
体
に
宿
る
よ
う
に
願
う
心
を
…
…
』
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
我
々
書
の
世
界
に
も
他
流
試
合
的
な
書
展
や
グ
ル
ー
プ
の
発
表
に
よ
る
書
展
が

あ
り
ま
す
。

私
も
日
頃
か
ら
健
康
の
た
め
、
少
々
運
動
や
散
歩
を
心
が
け
て
お
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
一
・
二
回
目
共
に
体
調
を
崩
し
ま
し
た
が
運
動
を
再
開
。
普
段

か
ら
仕
事
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
か
な
り
気
を
つ
け
て
い
た
の
で
す
が
、
足
を
痛
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。

心
し
て
い
て
も
、
ま
た
よ
か
れ
と
思
っ
て
い
て
も
、
逆
の
結
果
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
身
体
と
心
の
調
和
が
乱
れ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
影
響
が
で
て
し
ま
い

ま
す
。

書
の
学
び
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

「
あ
れ
」も「
こ
れ
」も
学
び
た
い
と
願
う
心
は
理
解
で
き
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
違
い
が
あ

り
ま
す
。
広
く
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
深
く
専
一
に
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
も
あ
り
ま
す
。
身

体
の
不
都
合
に
よ
り
、
大
き
な
作
品
が
書
け
な
い
と
き
は
小
品
を
書
い
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
身
体
と
心
」
の
調
和
は
、
す
べ
て
の
事
柄
に
当
て
は
ま
る
か
と
思
い
ま

す
。
吉
田
苞
竹
先
生
は
、
正
し
い
書
を
求
め
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精
神
と
重
な

る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

「
身
体
と
心
」
の
調
和
を
求
め
て
、
日
々
過
ご
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

調
　
和

江え

　
川が
わ

　
蒼そ
う

　
淵え
ん

令
和
四
年
　
書
　
壇
　
二
月
号
　
目
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笙
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。
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園
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ブ	
	

ヲ	

シ
テ	

ヲ	

ク
コ
ト	

ヲ	

カ
ク

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

二	
	

一	
	

	

二	
	

一	

　
レ	

	

　
レ

	

テ	

ヲ	

ク
コ
ト	

ヲ	
シ	

	

ン
デ	

ク	
	

ヲ	
	

	

ニ	
	

レ

	

　
レ	

	

　
レ	

	
	

	
	

二	
	

一	
	

	
	

　
レ

風
　
林
　
纖
　
⺼
　
落
。
衣
　
露
　
淨
　
琴
　
張
。
諳
　
水
　
流
　
芲
　
徑
。
春
　
星
　
帶
　
草
　
堂
。
檢
　
書
　
燒
　
燭
　
短
。

看
　
劍
　
引
　
盃
　
長
。
詩
　
罷
　
聞
　
吳
　
詠
。
扁
　
舟
　
意
　
不
　
忘
。
　
　（
中
國
詩
人
選
集
）

02同人参考手本_22_02.indd   202同人参考手本_22_02.indd   2 2021/12/22   13:11:582021/12/22   13:11:58



3

同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用下さい─半　紙

	
	

	
	

	
	

	

ノ	
	

	
	

	
	

ヘ

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

　
レ

錦
　
城
　
梅
　
芲
　
海
。
十
　
里
　
香
　
不
　
斷
。

　
　
　	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

ノ

　

山
　
雲
　
海
　
月
　
情
。

桑　山　戯　魚　書

碧
巌
録

和　田　紫　陽　書

陸
游
句

瀧　澤　橙　雪　書

五
言
句

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

ニ	

ラ
ス	

ヲ

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

　
レ

素
　
雪
　
曉
　
凝
　
華
。

宮　地　良　子　書

良
寛
の
歌

	
	

	
	

何
事
も
　
う
つ
り利

の
み美

ゆ遊

く久

　
世
の
中
に二

　
花
は盤

昔
の濃

　
春
に尓

か可

は者

ら
ず寸

03_同人参考手本_22_01.indd   303_同人参考手本_22_01.indd   3 2021/12/22   13:12:232021/12/22   13:12:23



4

書壇院展・毎日展公募と同サイズです ─ご活用下さい─

２尺×６尺額用
３尺×４尺額用

同　人　参　考　手　本

　
中
井
言
玉
書�

─
王
建
詩
─

	
	

	
	

ク
シ
テ	

	

マ
シ
ム	

ヲ

	
	

	
	

	

　	

　
レ	

	
	

	

ク	
	

ホ
ス	

	

ヲ

	
	

	

　
レ	

	

二	
	

一

	
	

	
	

	
	

ク	

ム

	
	

ラ	
	

	

ル	

ガ	

ニ
カ

	

　
レ	

	
	

	

二	
	

一

中
　
庭
　
地
　
白
　
樹
　
栖
　
鴉
。

零
　
露
　
無
　
聲
　
濕
　
桂
　
芲
。

今
　
夜
　
⺼
　
明
　
人
　
盡
　
望
。

不
　
知
　
秋
　
思
　
在
　
誰
　
家
。

　
　�

（
名
詩
類
選
評
釋
）

用
紙
　
和
画
箋

筆
　
　
和
筆
・
中
鋒
三
号

　
江
川
蒼
淵
書�

─
施
樞
句
─

　
　	

ク	

ク	

リ	

ニ

　	
	

	
	

　
レ	

心
　
清
　
多
　
在
　
道
。

用
紙
　
台
湾
紙
少
し
厚
手

筆
　
　
唐
筆
・
長
鋒
一
号

04同人参考作例_22_02.indd   404同人参考作例_22_02.indd   4 2021/12/22   13:12:522021/12/22   13:12:52
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春
─
右
払
い
、
打
ち
込
み
少
し
右
か
ら
。

池
─
四
画
目
、
長
く
し
な
い
。

深
─
上
部
は
明
る
く
。

且
─
縦
画
、
締
め
す
ぎ
ぬ
こ
と
。

廣
─
左
払
い
、
長
く
し
す
ぎ
ぬ
こ
と
。

二
月
五
日
締
切
（
楷
書
）

漢
　
字
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
47
頁
参
照

玄
位
～
六
位
課
題

春
池
深
且
廣

（
春
池
深
く
し
て
且
つ
広
し
）

深
く
て
広
い
春
の
池�

（
王
維
詩
よ
り
）

上
位
・
準
上
位
課
題

故
鄕
杳
無
際 半

紙
縦
書

晩
次
樂
鄕
縣

晩ば
ん

に
樂ら
く

鄕き
ゃ
う

縣け
ん

に
次や
ど

る
陳ち
ん

子す

昂ご
う

故
鄕
杳
無
際

故こ

鄕
き
ゃ
う
杳え
うと
し
て
際さ
い

無な

し

日
暮
且
孤
征

日じ
つ

暮ぼ

且か

つ
孤こ

征せ
い

す

川
原
迷
舊
國

川せ
ん

原げ
ん

舊き
う

國こ
く

に
迷ま
よ

ひ

衜
路
入
邊
城

衜だ
う

路ろ

邊へ
ん

城じ
や
うに
入い

る

野
戍
荒
烟
斷

野や

戍じ
ゅ

荒く
わ
う

烟え
ん

斷た

え

深
山
古
木
平

深し
ん

山ざ
ん

古こ

木ぼ
く

平た
ひ
らか

な
り

如
何
此
時
恨

如い

何か
ん

せ
ん
此こ

の
時と
き

の
恨
う
ら
み

噭
噭
夜
猿
鳴

噭け
う

噭け
う

と
し
て
夜や

猿ゑ
ん

鳴な

く

　
参
考
手
本
　
玄
位
～
六
位
　
江え

川が
わ

蒼そ
う

淵え
ん

書

05漢字規程_22_02.indd   505漢字規程_22_02.indd   5 2021/12/22   13:13:222021/12/22   13:13:22
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極
位
・
準
極
位
課
題

一ひ
と

年と
せ

に　

ふ
た
た
び
匂に
ほ

ふ　

梅う
め

の
花は
な　

春は
る

の
心こ
こ
ろに　

飽あ

か
ぬ
な

る
ら
し

（
紀
貫
之
）

妙
位
〜
６
位
課
題

う
ら
う〳〵
ら
と　

の
ど
け介

き
春
の農　

心
よ
り　

に尓

ほ
ひ
い
で
た多

る　

山や
万

桜ざ
く
ら

花

（
賀
茂
真
淵
）

※
か
な
漢
字
相
互
の
変
換
、
ち
ら
し
自
由
。
落
款
は
○
○
か
く
＋
印
。

　

参
考
手
本　

妙
位
〜
６
位　

佐さ

藤と
う

節せ
つ

子こ

書

　
「
わ
か
り
や
す
い
」
文
字
を
選
ん
で
書
き
ま
し
た
。

半
紙
縦
書

二
月
五
日
締
切

か　

な　

規　

定

次
号
課
題
（
予
告
）

　

47
頁
参
照

06かな規定_22_02.indd   606かな規定_22_02.indd   6 2021/12/22   13:13:452021/12/22   13:13:45
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菊
の
課
題
は
次
回
ま
で
で
、
今
月
は
八
重
咲
き
の
花
二
輪
と
蕾
で
す
。
新
春
を
寿
ぐ
菊

花
を
年
の
始
め
に
活
け
ら
れ
た
ご
家
庭
も
多
く
、
よ
く
観
察
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

先
ず
右
側
の
菊
花
を
直
筆
で
線
書
き
を
し
ま
す
。
次
に
左
側
の
花
、
蕾
と
順
番
に
位
置

を
定
め
、
構
図
を
取
り
ま
す
。
最
初
に
花
弁
を
描
く
時
、
長
流
の
先
に
つ
け
る
墨
量
と
、

運
筆
す
る
時
の
遅
速
が
大
切
で
す
。
形
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
味
わ
い
の
あ
る

線
で
描
い
て
下
さ
い
。

葉
は
前
回
ま
で
に
習
得
さ
れ
た
側
筆
で
、
同
じ
向
き
に
な
ら
な
い
よ
う
変
化
を
つ
け
、

別
図
の
順
番
を
参
考
と
し
て
墨
色
に
気
を
つ
け
て
描
き
、
各
々
葉
の
向
き
を
考
慮
し
て
葉

脈
を
入
れ
ま
す
。

画
賛
は
、「
菊
花
寒
更
香
」
で
す
。

参
考
手
本
　
木き

岡お
か

楓ふ
う

月げ
つ

画

─
菊
─
　

南
画
初
学
講
座
（
一
〇
七
）�

木
　
岡
　
楓
　
月

※
横
三
十
五
セ
ン
チ
、
縦
二
十
七
セ
ン
チ
（
小
画
仙

紙
半
切
五
分
の
一
）の
用
紙
を
横
に
揮
毫
の
こ
と
。

二
月
五
日
締
切

南
　
画
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
47
頁
参
照

参
考
　
大
久
保
楓
紅
画

07南画規定_22_02.indd   707南画規定_22_02.indd   7 2021/12/22   13:14:142021/12/22   13:14:14
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白
氏
詩
巻
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
国
宝
。
赤

紫
、
薄
茶
な
ど
美
し
い
料
紙
を
用
い
た
、
全
長
八
尺

行
数
六
十
八
の
長
巻
で
唐
の
詩
人
、
白は
く

居き
ょ

易い

（
白は

く

楽ら
く

天て
ん

）
の
詩
文
集
「
白
氏
文も

ん

集じ
ゅ
う

」
に
収
め
ら
れ
た
詩

八
篇
を
書
写
し
た
も
の
。
藤ふ
じ
わ
ら
の
こ
う
ぜ
い

原
行
成
（
九
七
二
～

一
〇
二
七
）
四
十
七
歳
の
書
で
あ
る
。

藤
原
行
成
は
、
小お
の
の
と
う
ふ
う

野
道
風
（
八
九
四
～
九
六
六
）、

藤ふ
じ
わ
ら
の
さ

原
佐
理り

（
九
四
四
～
九
九
八
）
と
並
ぶ
「
三
蹟
」

の
一
人
で
、
小
野
道
風
没
後
六
年
に
生
ま
れ
る
が
、

道
風
の
書
に
強
く
憧
れ
、
夢
の
中
で
道
風
に
出
会
っ

て
書
法
を
授
け
ら
れ
た
と
、
自
ら
の
日
記
（
権ご
ん

記き

）

に
記
し
て
い
る
。

行
成
は
、
王
羲
之
、
小
野
道
風
の
書
法
を
目
標
に

学
び
な
が
ら
も
、
自
ら
の
美
意
識
を
加
え
、
天
賦
の

才
能
と
努
力
で
道
風
や
佐
理
よ
り
も
さ
ら
に
和
様
化

が
進
ん
だ
独
自
の
書
法
を
確
立
し
た
。

当
時
は
、
宮
廷
貴
族
の
教
養
と
し
て
漢
籍
の
知
識

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
白
楽
天
の
詩
文
が
広
く
愛
好

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
白
氏
詩
巻
は
、
白
詩
愛
好
を
受

け
て
作
ら
れ
た
鑑
賞
用
の
作
品
で
、
和
様
の
書
の
完

成
し
た
姿
を
示
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

行
成
は
、
字
形
の
正
し
さ
、
沈
着
な
線
を
理
想
と

し
、
そ
の
書
は
優
雅
で
繊
細
、
穏
や
か
で
明
る
い
。

興
に
乗
っ
て
筆
の
勢
い
が
増
し
て
も
均
整
の
と
れ
た

美
し
い
姿
は
く
ず
れ
な
い
。

筆
は
側
筆
ぎ
み
に
し
、
鋒
先
を
生
か
し
た
弾
力
あ

る
線
、
均
整
の
と
れ
た
正
し
い
字
形
を
念
頭
に
臨
書

し
ま
し
た
。

藤
原
行
成
書
─
白
氏
詩
巻
─

　
丸
　
川
　
瑞
　
江
　
臨
　
　
半
切
参
考
手
本
（
上
位
～
六
位
）

白し
ら

鳥と
り

翔し
ょ
う

爽そ
う

臨�

半
紙
参
考
手
本（
上
位
～
六
位
）

次
号
課
題
（
予
告
）

　
　
47
頁
参
照

丸ま
る

　
川か

わ

　
瑞み

ず

　
江え

二
月
五
日
締
切

漢
字
臨
書
規
定
　
　
小
画
仙
紙
半
切
・
半
紙
縦
書

参
考
資
料 

表
紙
内
側

08漢字臨書規定_22_02.indd   808漢字臨書規定_22_02.indd   8 2021/12/22   13:14:382021/12/22   13:14:38
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極
位
〜
２
位

左
を
半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

（
二
玄
社
　
日
本
名
筆
選
㉘
P.36
）　
　
　
　  

３
位
〜
６
位
参
考
手
本　

柴し
ば　

田た　

千ち

鶴づ

子こ　

臨

　

３
位
〜
６
位

半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

お於

も
ひ
つ
　ゝ

ぬ
れ
ば者

や
ひ悲

と
の　

み美

え
つ
ら
ん

お於

も
ひ
つ
ゝ
　
ぬ
れ
ば者

や
ひ悲

と
の
　
み美

え
つ
ら
ん
　
ゆ
め
と
し
り利

せ世

ば八

　
さ
め
ざ散

ら
ま
し
を

今
月
の
歌
は
、
柔
ら
か
く
緩
や
か
な
運
筆
で
、
草
・
平
仮
名
の
み
で
書
か
れ
た
流
麗
な
一
首
で
す
。
前
月
と
同
様
草
仮
名
「
お
」
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
雰
囲
気
は
大
分

異
な
り
ま
す
。
一
句
目
「
お
」
に
「
も
」
を
添
わ
せ
た
り
、
字
粒
の
大
小
、
字
幅
や
墨
量
の
変
化
、
行
間
を
や
や
狭
く
し
て
、
二
行
目
は
一
行
目
の
字
間
を
埋
め
る
か
の
よ
う

な
連
綿
構
成
、
且
つ
連
綿
線
の
長
短
な
ど
、
手
法
が
巧
妙
で
見
応
え
十
分
で
す
。
二
句
目
「
の
」
の
細
線
や
「
み
え
つ
ら
ん
」
の
し
な
や
か
な
線
条
の
美
を
意
識
し
て
臨
し
た

い
も
の
で
す
。�

（
星
野
静
代
）

二
月
五
日
締
切

か

な

臨

書

規

定　

巻か
ん

子す

本ぼ
ん

古こ

今き
ん

集し
ゅ
う　 

─
十
四
─　

半
紙
縦
半
切

次
号
課
題

　
（
予
告
）

　

47
頁
参
照

09かな臨書規定_22_02.indd   909かな臨書規定_22_02.indd   9 2021/12/22   13:15:002021/12/22   13:15:00
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2 月 5 日締 切 日　本　文

条
幅
規
定
　
タ
テ
　
玉
井
菁
雪
書

四
方
の
海
を
　
硯
の
水
に
　
つ
く
す
と
も
　
我
が
思
ふ
こ
と

は
　
書
き
も
や
ら
れ
じ�

（
藤
原
俊
成
）

予
告
　
三
月
五
日
締
切
課
題

●
半
紙
・
条
幅
規
定
　
手
本
参
照

●
半
紙
随
意
　
半
紙
タ
テ
と
す
る

・
日
本
文
の
級
位
を
書
く
こ
と
。・
著
作
権
に
注
意
す
る
こ
と
。

①
条
幅
規
定
　
半
切
タ
テ
　
参
考
手
本
　
岩
田
佳
香
書

嬉
し
さ
も
　
匂
ひ
も
袖
に
　
あ
ま
り
け
り
　
我
が
た
め
折
れ
る
　
梅
の
初
花

�

（
信
生
法
師
）

文
字
の
大
き
さ
に
留
意

し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を

表
現
し
ま
し
た
。

③
半
紙
随
意
　
書
体
・
文
言
自
由
。
半
紙
ヨ
コ
。

②
半
紙
規
定
　
タ
テ

参
考
手
本

　
加
藤
玲
香
書

冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら

じ�

柳
田
純
一
書

凍い

て
解ど

け

の
　
は
じ
ま
る

土
の
　
に
ぎ
や
か
に

�

（
長
谷
川
素
逝
）

半
紙
規
定
　
ヨ
コ

10日本文規定_22_02.indd   1010日本文規定_22_02.indd   10 2021/12/22   13:15:312021/12/22   13:15:31
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《
応
募
作
品
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

今
月
の
課
題
は
「
渾
然
和
氣
」
で

し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
氣
（
气
）
の
処

理
と
、
和
、
龢
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
、

龢
气
を
用
い
て
上
を
重
た
く
す
る
か
、

和
氣
を
用
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。

規
定 

○
春
果
さ
ん
、
線
の
温
か
さ
を
取
り

ま
し
た
。
辺
縁
と
文
字
の
バ
ラ
ン

ス
も
い
い
で
す
。
氣
の
字
法
も
大

胆
で
、
龢
と
气
の
左
辺
を
取
り
去
っ

た
こ
と
で
龢
の
重
さ
を
一
息
つ
か

せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

○
蘭
陽
さ
ん
、
緻
密
に
し
て
明
る
い

作
で
す
。
氣
の
空
間
絶
妙
。
然
の

火
を
も
っ
と
中
心
に
締
め
て
、
こ

こ
に
も
空
間
を
持
た
せ
た
方
が
良

か
っ
た
か
。
龢
の
下
画
尖
端
が
氣

の
右
下
が
り
に
沿
っ
て
し
ま
っ
た

と
こ
ろ
、
一
考
あ
り
で
す
。

○
石
春
さ
ん
、
き
び
き
び
と
し
た
動

き
を
感
じ
る
作
で
す
。
線
が
活
き

て
お
り
、
氣
の
上
部
の
潰
れ
、
渾

の
サ
ン
ズ
イ
上
側
二
点
に
光
が
集

ま
り
、
文
字
と
辺
縁
も
余
裕
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
が
印
全
体
の
深
み

を
増
し
ま
し
た
。
和
の
禾
の
両
足

先
の
高
さ
を
揃
え
る
と
も
っ
と
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

○
流
芳
さ
ん
、
四
字
の
収
ま
り
、
落
ち

着
い
た
字
配
り
、
共
に
佳
作
で
す
。

随
意 

　

摹
刻
課
題
は
「
未
央
厩
丞
」
で
し

た
。

〇
旭
霜
さ
ん
、
今
回
は
難
し
い
摹
刻
課

題
だ
と
思
い
ま
す
。
原
印
の
厩
の
垂

れ
の
左
側
の
反
り
に
注
目
で
す
。

〇
朴
石
さ
ん
、
鄧
散
木
の
「
都
厩
守
」

を
完
璧
に
摹

し
得
て
い
ま

す
。
秀
逸
に

つ
き
写
真
掲

載
い
た
し
ま
し

た
。

益ま
す　

滿み
つ　

丁て
い　

盦あ
ん

（
二
二
七
）

二
月
五
日
締
切
課
題

○
規
定
「
隨
流
去
」

○
随
意
（
ま
た
は
摹
刻
を
含
む
）

○�

印
は
３
㎝
以
内
、
摹
刻
は
原
印
大
と

し
ま
す
。

○
51
・
52
頁
応
募
規
定
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
出
品
票
を
貼
っ
た
バ
ー
コ
ー
ド
券
を

必
ず
貼
付
し
て
下
さ
い
。

隨
流
去
（
ず
い
り
ゅ
う
こ
）
流
れ
に
従
っ
て
去
る
、
自
分
の
中
に
あ
る
真
実
の
ま
ま
に
修
行
す
べ
き
こ
と
を
い
う
。

堀
　
　
流
芳
　

菅
波
　
旭
霜
　

三
月
五
日
締
切
規
定
予
告

�　
　
「
溫
柔
敦
厚
」

 

規
定
参
考　

益
滿
丁
盦
作

菊
地
　
春
果
　

柴
　
　
蘭
陽
　

市
瀬
　
石
春
　

 

摹
刻
参
考

趣
張
司
馬

大
川
　
朴
石
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